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切り取って燃やして返品する能動的読書
Cut, Burn and Return for Active Reading

太田 佳敬 中村 裕美 宮下 芳明∗

Summary. 我々が読書等を通して能動的に情報を理解をする際，重要な情報に対して何らかの操作をす
ることが主流である．これに対し本稿では，不要な部分を削除しながら能動的に読書を行える電子書籍イ
ンタフェースを提案する．この行為によって情報の洗練ができるだけでなく，情報に対する要不要を利用者
に意識させることが出来る．さらにどの部分が削除されたという情報を著作者にフィードバックする機能も
搭載した．これにより情報の発信プロセスに対しても要不要を意識させ，より利用者のニーズにそった情報
を提供させることを促せる．

1 はじめに

電子文書やWebにおいて能動的に情報を理解を
する際，大事なところにマーカをつけたり切り取る
ことや，思いついたことを書き込んだりなど，重要
な情報に対して何らかの操作をすることが主流であ
る．これに対し本稿では，不要な部分を削除しなが
ら能動的に読書を行える電子書籍インタフェースを
提案する．この行為によって情報の洗練化が行える
ようになるだけでなく，自らにとって必要な情報は
何か，また処分すべき不要な情報は何かを利用者に
意識させることが出来る．
またこのシステムによって削除された部分は，利

用者が明示的に不要と判断した部分である．この情
報を著作者も活用する事で，利用者にとって必要な
情報は何か，不要な情報は何かを意識させることが
出来る．そこで提案システムでは，どの部分が削除
されたという情報を著作者にフィードバックする機
能も搭載した．

2 関連研究

文書，音楽，動画やWebページなどに対する能動
的理解の支援を行うシステムは幾つか提案されてい
る．Schilitらが提案する Active Reading[1]では，
利用者が自由に文章メディアに対する視覚的変更を
加え，文章の理解を深めることができるようにして
いる．ここで可能な能動的理解の方法は，文章に対
して何らかの情報を付加していく行為である．高嶋
らが提案する Active Watching[2]では，利用者に
よる映像の一部抜き出し，必要な部分を何度も見返
すことや，不要な部分を早送りするなど，能動的な
動画閲覧が可能である．高嶋らが提案する Active
Watching[2]では，利用者による映像の一部抜き出
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し，必要な部分を何度も見返すことや，不要な部分
を早送りするなど，能動的な動画閲覧が可能であ
る．後藤らによる能動的音楽鑑賞インタフェース [3]
は，音楽鑑賞行為において興味のない部分を簡単に
飛ばす，楽器の音色を変更する，音楽コレクション
をブラウジングするなど，能動的に音楽音響信号の
理解を深める事を可能にした．Lichanらが提案す
る SparTag.us[4] では，Web ページに対して低コ
ストでアノテーションやタグ付けを行うことを可能
にし，さらに自動的にアノテーションとタグをノー
トブックへと集めることを可能にした．これにより
利用者は重要だと思う部分を取り出し，後から再び
その情報を探す際に効率的に探すことができるよう
にしている．Steimleらが提案する Digital Paper
Bookmarks[5]では，紙の文書に対して特定の意味
を持ったブックマーク紙を貼ることにより，紙の文書
に対してタグ付けや構造化を可能にし，さらにそれ
らの情報を他の利用者と共有することを可能にした．

Webページから重要な情報を取り出し，それら
に対して様々な操作を行うことで効率的に理解でき
るようにするシステムは幾つか提案されている．杉
浦らが提案する Internet Scrapbook[6]では，Web
ページから必要な部分を抽出してスクラップした部
分の更新を自動的に確認し，ページが更新された際
にシステムが最新状態に内容を置き換える．馬らが
提案する Integrated Search[7]では，スクラップし
たWebページ，履歴，ブックマークを横断的に検
索可能である．また久保田らが提案する知球 [8]で
は，仮想空間に構築した球体の上にカード化したコ
ンテンツ断片を配置し，奥行きや左右，カードの大
きさといった空間的手がかりを生かして配置を行い，
ユーザの外化記憶が構築可能として利用可能にして
いる．
情報を事前に削除することで，効率的に必要な情

報を取り出す支援を行うシステムも幾つか提案され
ている．Open Jane[9]では，2ちゃんねるのスレッ
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図 1. システム図

ドの閲覧環境を提供すると共に，各書き込みに対し
て事前に指定したNGワードやNGIDなどに一致す
る場合に，その書き込みを「あぼーん」に変換し元
の書き込みを表示しない機能を備えている．これに
よりユーザは自分が不要と思える内容や，特定の人
物の書き込みを，実際の書き込みを見ること無く削
除出来きる．また中村らが提案する Editable Web
Browser[10]では，検索エンジンの検索結果に対し
てユーザが削除や強調により，リランキングを可能
にした．これらはユーザからの削除操作や付加操作
を，フィルタリングのキーワードとして自動で使用
し，ユーザにとって不要な情報をあらかじめ削除し，
重要な情報に集中しやすくしている．
本稿で提案するのは「不要な部分を消しながら読

んでいく」能動的な行為を促すインタフェース，及
び著作者に対しても要不要を意識させるシステムで
ある．

3 システム

提案システムは電子文書の閲覧インタフェースを
提供する．利用者はその上で自由に電子文書を読み
進める事ができる．また利用者は不要だと思った箇
所を切り取り削除したり，目次から対象の箇所をま
とめて削除できる．さら削除した箇所のデータを著
作者に送信できる（図 1）．
利用者は電子文書を閲覧中に，任意のタイミング

でページの一部を切り取ることができる．切り取っ

た断片は図 1の上部のように，元の電子文書とは完
全に独立した存在として動かすことができる．利用
者は断片を画面上で自由に動かすことができ，その
まま画面上に置いて他のページに移ることができる．
また文書の切り取られた部分は白紙になり，再びそ
のページを開いた場合も，白紙のままで表示される．
本システムでは切り取った断片を削除すると共に，

その情報を著作者に提供することが可能である．切
り取った断片に図 1の中央部のように火をつけるこ
とで，切り取られ削除されたページや範囲に関する
情報が著作者に送信される．断片の燃え具合は送信
状況を表現しており，送信が終了すると燃え尽きる．
また，切り取り操作及び削除操作は不可逆なもの

ではなく，復元を行うことで文書を元の状態に戻す
ことができる．この機能はその文書を再度別の目的
で用いたい時や，再び完全な状態で通読したい時，ど
うしても消した部分が必要になった時に利用できる．

4 考察

提案システムを用いることで，たとえばオムニバ
ス的に書かれた文書情報から，必要な章のみ残して
他を削除する行為や，目次から自分の求めている情
報と関係の無い章をまとめて削除するといった用途
が期待される．このように情報が不要と解った時点
で削除することにより，本当に必要な情報に割く時
間を増やすことができる．さらに自らにとって必要
な情報とは何か，不要な情報とは何かを利用者に意
識させ，情報に対しての意識も変えることが出来る
と考えられる．
著作者に対するフィードバックについては，本文

中の何処が不要と受け止められたかという，詳細な
情報を得ることができると期待される．この情報は，
視聴率や読者アンケートのような情報収集では得ら
れにくい．これにより著作者に対しても情報の要不
要を意識させ，より利用者のニーズにあった情報を
提供できるように促すこともできると考えている．
実世界の文書情報では，本の一部を削除する行為

は不可逆的であるため，利用者にとっては敷居が高
い行為である．一方デジタル化された情報は，この
ような提案を容易に行うことができる．なぜならデ
ジタル化された情報では情報のUndo,Redoは自由
にできるため，いつでも完全に元に戻せることがで
きるからである．
今後は本インタフェースを公開し様々な意見を集

めると共に，著作者情報の登録や原稿のアップロー
ド機能などを含めた，総合的なシステムに反映させ
ていきたいと考えている．
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